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今
議
員

①
旧
木
造
高
校
深
浦
校
舎
へ
公
民

館
や
文
学
館
の
機
能
を
移
転
し
、

そ
の
後
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展

示
物
も
移
設
す
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
う
な
る
と
中
心
市
街
地
は

空
洞
化
し
、
「
通
り
過
ぎ
る
町
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
町
長

の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

②
旧
木
造
高
校
深
浦
校
舎
の
利
活

用
に
合
わ
せ
行
合
崎
一
体
の
環
境

整
備
を
行
い
、
観
光
振
興
に
注
力

す
べ
き
と
思
う
が
。

　

町
長

①
公
民
館
や
文
学
館
、
歴
史
民
俗

資
料
館
等
を
集
約
し
た
社
会
教
育

関
連
施
設
に
移
行
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。
近
く
に
は
深
浦
診

療
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、

他
の
施
設
と
の
複
合
化
や
集
約
化

は
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
等
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
や
世
代
間
交
流

の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
、
に
ぎ
わ
い
の
空
間
、
地
域

の
活
性
化
等
、
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

「
通
り
過
ぎ
る
町
」
で
は
な
く
、

「
集
え
る
場
所
の
あ
る
町
」
づ
く

問答

り
と
捉
え
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

②
行
合
崎
は
、
国
内
で
少
な
く
な

っ
た
「
海
岸
自
然
草
原
」
が
広
が

り
、
希
少
な
植
物
が
数
多
く
生
育

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
希
少
な
自
然
景
観
、
自
然
植

生
を
保
全
す
る
こ
と
に
努
め
、
自

然
散
策
や
植
物
観
察
等
を
行
う
自

然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
教

育
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

最
善
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問

答

公民館など移転
中心市街地が空洞化懸念

「集える場所のある町」づくり
新たな価値を生み出す

今
こん

　　勝
かつよし

吉議員質問者の動画が
視聴できます。

▲歴史民俗資料館

▲ふかうら文学館

ニッコウキスゲニッコウキスゲ

ハマヒルガオハマヒルガオ ハマイブキボウフウハマイブキボウフウ

▲公民館
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『
子
供
の
頃
か
ら

将
来
の
予
防
目
指
す
』

　

今
議
員

①
急
速
な
高
齢
化
に
伴
う
本
町
の

医
療
費
の
増
大
が
予
測
さ
れ
る
。

生
活
習
慣
病
の
発
症
等
の
予
防
や

健
康
増
進
策
は
。

②
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る

健（
検
）診
受
診
率
は
。
ま
た
、
一

人
当
た
り
の
医
療
費
の
推
移
と
健

（
検
）診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

　

町
長

①
子
供
の
頃
か
ら
、
将
来
の
生
活

習
慣
病
予
防
を
目
指
し
て
学
校
と

連
携
し
、
継
続
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
、
特
定
健
診
の
未
受
診
者
に

対
し
て
、
受
診
勧
奨
や
啓
発
活
動
、

ま
た
、
利
便
性
を
考
え
て
土
曜
日

の
予
約
健
診
や
個
別
健（
検
）診
を

実
施
す
る
な
ど
、
受
診
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
に
も
努
め
て
い
る
。

昨
年
度
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者
の

生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
予
防
や

医
療
費
の
抑
制
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
予
防
・

健
康
策
は

問答

生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
介

護
予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
昨
年
度
の
特
定
健
診
41
・
６
パ

ー
セ
ン
ト
、
胃
が
ん
検
診
14
・
６

パ
ー
セ
ン
ト
、
大
腸
が
ん
検
診

24
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
肺
が
ん
検

診
22
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
、
乳
が
ん

検
診
20
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
、
子
宮

頸け
い

が
ん
検
診
18
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
前
年
度
比
で
、
特
定
健
診
は

１
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
が
、
各

種
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
横
ば
い

と
な
っ
て
い
る
。
一
人
当
た
り
の

医
療
費
の
推
移
は
、
分
か
っ
て
い

る
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
平
均
額
は
34
万

６
２
４
３
円
（
国
民
健
康
保
険
加

入
者
）
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
る
。
ま
た
、
健
診
後
の
フ

ォ
ロ
ー
と
し
て
、
ま
ず
、
１
つ
目

は
特
定
健
診
受
診
者
を
対
象
と
し

た
Ｑ※

Ｏ
Ｌ
健
診
の
実
施
、
２
つ
目

は
、
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
生
活

習
慣
の
改
善
で
効
果
が
期
待
で
き

る
方
を
対
象
と
し
た
特
定
保
健
指

導
、
３
つ
目
は
、
健（
検
）診
で

「
要
精
検
」
（
精
密
検
査
）
と
判

定
さ
れ
た
方
の
受
診
確
認
と
受
診

勧
奨
、
４
つ
目
は
、
健
診
後
の
糖

尿
病
予
備
軍
を
対
象
に
「
糖
尿
病

予
防
・
改
善
教
室
」
の
集
団
支
援

や
、
糖
尿
病
性
腎
症
が
懸
念
さ
れ

る
対
象
者
に
は
個
別
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。

『
農
作
物
の
適
切
な
管
理
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
と
一
体
で
取
り
組
む
』

　

今
議
員

①
今
年
は
鳥
獣
、
特
に
熊
の
出
没
が
多
く
、
人
家
近
く
に
も

出
没
し
、
正
に
異
常
で
あ
る
。
従
来
の
対
応
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
対
策
は
。

②
岡
町
地
区
で
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
、
駆
除
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
の
対
策
と
町
民
に
対
す
る
周
知
は
。

　

町
長

①
９
月
頃
か
ら
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
急
増
し
、
11
月
30
日
現

在
、
目
撃
情
報
は
１
７
９
件
、
捕
獲
数
は
77
頭
で
、
こ
の
５

年
間
で
は
、
今
年
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
出
没
時
の
対
応

と
し
て
は
、
防
災
無
線
で
住
民
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
課
職
員
に
よ
る
花
火
で
の
追
い
払
い
と

警
察
に
よ
る
付
近
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
そ
れ
で
も
出
没

が
常
態
化
し
た
場
合
は
、
箱
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
、
ま
た
、
畑

周
り
や
雑
木
林
の
下
草
刈
り
を
行
う
よ
う
、
適
宜
、
農
業
者

等
に
指
導
し
て
い
る
。

予
防
策
と
し
て
、
定
期
的
に
防
災
無
線
で
ク
マ
に
対
す
る

注
意
喚
起
、
行
政
連
絡
員
会
議
や
広
報
紙
を
利
用
し
て
、
柿

や
栗く

り

を
放
置
し
て
お
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

②
10
月
26
日
、
現
場
の
足
跡
か
ら
イ
ノ
シ
シ
と
判
断
し
て
箱

ワ
ナ
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
、
親
子
と
思
わ
れ
る
２
頭

を
捕
獲
し
た
。

今
後
も
、
捕
獲
に
つ
い
て
の
対
策
強
化
を
農
林
水
産
課
に

熊
・
イ
ノ
シ
シ
、
今
後
の
対
策
は

問答

※ＱＯＬ健診＝弘前大学が開発した、即日２時間で測定・結果通知・健康教育まで完成させるコンパクト型の
健診。ＱＯＬは、クオリティ・オブ・ライフの略（生活の質）のことで、「その人らしく充実
した生活を送る」という意味。
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指
示
し
た
が
、
こ
の
対
策
に
は
、

住
民
に
よ
る
目
撃
情
報
や
被
害
情

報
の
提
供
、
農
作
物
の
適
切
な
管

理
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

状
況
に
よ
っ
て
は
被
害
防
止
に
向

け
た
研
修
会
の
実
施
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

『
担
当
課
と
十
分
協
議
し

施
策
の
展
開
に
努
力
』

　

今
議
員

①
来
年
度
の
予
算
方
針
と
し
て
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

振
興
策
、
特
に
後
継
者
育
成
に
対

す
る
独
自
の
振
興
策
は
あ
る
の
か
。

②
町
を
元
気
に
す
る
観
光
振
興
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

特
に
「
十
二
湖
振
興
戦
略
プ
ラ

ン
」
の
進
捗
状
況
は
。

　

町
長

①
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

特
に
一
次
産
業
は
、
所
得
水
準
の

低
さ
、
労
働
内
容
の
厳
し
さ
、
技

術
習
得
の
難
し
さ
な
ど
の
要
因
か

ら
後
継
者
不
足
と
新
規
就
業
者
が

少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
次
産

業
の
従
事
者
が
減
る
こ
と
は
、
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
や
森
林
の
荒
廃
、

鳥
獣
被
害
の
増
加
、
自
然
災
害
の

頻
発
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

機
能
低
下
な
ど
、
様
々
な
問
題
が

町
独
自
の

　
　
　
後
継
者
対
策
は

問答

起
こ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
考
慮
し
て
、
各
業
種
に
お

け
る
必
要
か
つ
有
効
な
事
業
を
国

の
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
青
森

県
や
農
協
・
漁
協
な
ど
と
連
携
し

て
一
次
産
業
の
振
興
に
向
け
た
総

合
的
な
対
策
と
し
て
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
町
独
自
の
後
継
者
育
成

対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
予
算
編
成
の
中
で
、
担
当
課

と
十
分
に
協
議
・
検
討
し
、
農
業

は
「
就
業
の
し
や
す
さ
」
、
林
業

は
「
就
業
環
境
の
改
善
」
、
水
産

業
は
「
資
源
の
回
復
」
な
ど
が
、

後
継
者
を
育
成
し
、
確
保
す
る
鍵

と
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
対
応
し

た
施
策
の
展
開
に
努
め
て
い
く
。

②
「
十
二
湖
振
興
戦
略
プ
ラ
ン
」

は
令
和
３
年
11
月
に
策
定
さ
れ
、

令
和
８
年
度
ま
で
の
６
か
年
計
画

で
、
今
年
度
は
３
年
目
に
当
た
り
、

計
画
に
基
づ
き
廃
業
店
舗
の
解
体

を
年
度
末
ま
で
に
終
え
、
展
望
デ

ッ
キ
の
整
備
を
予
定
し
て
い
た
が
、

７
月
の
豪
雨
災
害
で
国
・
県
と
の

協
議
等
に
時
間
を
要
し
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
し
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
来
年

度
は
、
豪
雨
災
害
で
不
通
と
な
っ

て
い
る
王
池
遊
歩
道
の
復
旧
工
事
を
前
倒
し
す
る
ほ
か
、
そ

の
ほ
か
の
不
通
箇
所
の
復
旧
も
進
め
て
い
き
た
い
。

一
日
も
早
く
、
か
つ
て
の
よ
う
に
広
く
周
遊
散
策
を
楽
し

め
る
十
二
湖
に
復
旧
す
る
こ
と
が
、
更
な
る
来
客
増
加
に
つ

な
が
り
、
町
へ
元
気
を
呼
び
戻
す
も
と
に
な
る
と
確
信
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。


